
第25回日本義肢装具学会学術大会

セッション一覧

「アジアにおける義肢装具サービスの向上を目指して」

会場：

日時：

神戸国際展示場(ポートアイランド) 1F　第１会場（2号館  1F  ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ南）

演　題　名 氏　　名 所　　　属

シンポジウム1

2009年11月1日(日)  14:55～16:25

座長： 澤村　誠志 (兵庫県立総合リハビリテーションセンター)

発表順 発表時間

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ： 北村　理 (産経新聞社　大阪本社)

※敬称略

世話人： 幸　幹雄（ドク君を支援する会）

国際活動での役割分担の理解、“資金
支援者を得るためには”の理解

田澤　英二 タイ国立マヒドン大学　シリラート医学部
　

1 25
分

地雷廃絶運動の犠牲者支援 内海　旬子 地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）2 10
分

アジア地域での義肢装具士養成支援活
動について

中嶋　竜生 日本財団国際協力グループベーシック・ヒ
ューマン・ニーズチーム　

3 10
分

カンボジアに於ける「スポーツを通じ
た国づくり」

山口　拓 特定非営利活動法人　ハート・オブ・ゴー
ルド

4 10
分

総合討論 20分

合計　90 分

≪総合討論について≫

≪スケジュールについて≫

総合討論を行います。演者全員の発表後、全員にご登壇いただき討論を行います。

14:55～

2009年11月1日（日）　12：10～13：10（神戸国際展示場 2号館1階 控室1(本部隣り)）

≪シンポジウム事前打合せ会について≫

15：05～

15：30～

16：00～

16：20～

16：25

15：05～

始めに、座長の澤村先生よりシンポジウムの目的をお話いただく。

田澤先生にこれまでのマヒドン大學を中心とするアジアにおける義肢装具教
育を含めた全体の動向、今後の展望を述べていただく。

内海様、中嶋様、山口様から、各１０分間ご講演いただき、問題点を投げか
けていただく。

全シンポジストにご登壇いただき、問題点について討論を行ないます。

各シンポジストから、最後の１分間で提言をいただく。

終了

※時間厳守でお願い致します。

ご昼食をご用意いたします。

指定発言：北村　理　様（産経新聞）、幸　幹雄　様（ドク君を支援する会）

時間がある場合は、質疑応答も行います。
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